
（第1回瀬戸市ICT活用・DX推進協議会 資料）

瀬戸市DX　重点取組み事項のロードマップ

推進課／関係課 6 9 12 3 具体的な実施事項・トピックス 6月 9月 3月

・R4：マイナンバーカードを活用した行政手続きオンライン化の拡充

・R5：マイナP窓口運用、オンライン化手続き運用、カード利活用施策の企画

・R4：適用ニーズ深耕・ノウハウ展開

・R5：原課の活用事例をロールモデルにした利用促進・支援

・R4：コンビニエンスストア交付運用、本庁マルチコピー機設置・運用

・R5：上記の継続運用

・R4：施設予約のキャッシュレス対応検討、ノベルティ・こども創造館への導入

・R5：キャッシュレスを導入する原課・公所への展開

・R4：回答データの拡充による応答精度の向上、市の新公式HPへの移行

・R5：回答データのメンテナンス・拡充と運用改善

・R4：原課等の依頼による情報発信、アプリ「せとまちナビ」次期システムの検討

・R5：LINE+カナメトによる新基盤への移行（次期アプリ稼働）

・R4：国の推奨データセットへの適用検討

・R5：国の標準データセットの適用、市HPくらしの便利地図連携の構築

・R4：次世代デジタルクリエイター育成、教職員向けプログラミング研修他の実施

・R5：上記の継続推進

・R4：DRPC地域ICTサポーター育成・高齢者デジタルデバイド対策の推進

　　　　 国のデジタル活用支援推進事業の利用

・R5：上記の継続推進

・R4：「バーチャル瀬戸」の開発と整備運営、公開イベントの開催

・R5：「バーチャル瀬戸」を各組織・団体で共同運用するスキームの企画

・R4：本庁Wi-Fi端末の配布、庁外施設Wi-FiのAP敷設・端末の配布、

　　　　議会資料閲覧システムの展開（ペーパレス化）、ICT活用知識の啓発

・R5：事務効率化に資するWi-Fi端末のさらなる活用

・R4：多人数配信環境の導入検討、ハイブリッド会議機器の導入・運用

・R5：多人数配信環境の導入、会議音声をテキスト化するシステムの導入

・R4：テレワーク端末運用／活用検証による次年度配備の検討

・R5：在宅勤務以外の活用方法に関する情報収集と周知

・R4：ファイリングシステムの展開と文書管理システムのリーディング課運用

・R5：ファイリングシステム運用・文書管理システム全庁展開

・R4：操作研修の実施、庁内ニーズの確認

・R5：業務適用支援の強化とモデルケース等の展開

・R4：機器導入と機能確認、庁内ニーズの確認

・R5：業務適用支援の強化とモデルケース等の展開

・R4：移行体制の構築とシステム導入準備（ベンダーヒアリング）

・R5：移行プロジェクト推進（フィット&ギャップ調査・作業洗い出し・移行）

・マイナポータルのオンライン手続き実装数

　→転出・転入4手続（2/6運用開始）

　→子育て15、介護11手続（4/1運用開始）

・あいち電子申請・届出システム構築例

　→公立保育園の見学申込み

　→税務課の家屋調査依頼申込み

　→デジタルまつりの来場者体調チェック

・コンビニエンスストアの証明書交付数

　→コンビニエンスストア設置機:14,323通

　→本庁設置機:681通

・市民課窓口のキャッシュレス決済数

　→QR/バーコード:2,028件

　→クレジットカード/電子マネー:1,520件

　  （※他は現金でCL取扱いは全体の約1割）

・RPA操作研修の延べ受講者数

　→学校教育課、水道課、消防本部等:10人

・RPA稼働業務数

　→4業務（人事課、学校教育課）

・AIチャットボットによる応答数

　→有効な質問投入数:18,835件

　→うち正答数:13,799件（正答率73%）

・原課の依頼による情報発信数

　→消防本部、まちづくり協働課等より12件

・次期アプリ基盤として比較検討した候補

　→LINE及び類似アプリの3製品

・7市町オープンデータ連携会議の活動内容

　→推奨データセット対応（共通整備項目の

　　　見直し）の検討・情報共有/3回

・各講座の延べ参加者数

　→Seto CG Kid's Program:116人

　→CG Kid's Advance:93人

　→教職員向けプログラミング研修:47人

・各講座の開催回数

　→スマホ講座:18回（まち協補助+民間団体）

　→「スマホコーチになろう!」講座:6回（〃+NPO）

　→公民館向けスマホ教室:4回（DRPC）

　→デジタル活用教室:14回（デジ活事＋GCTV）

・AI-OCR利用登録課数

　→税務課、高齢者福祉課等:7課

・AI-OCR試行数

　→所得税申告書の1件

・移行対象システム数・対象課数

　→住基台帳、国保年金等:20システム

　→市民課、税務課、国保年金課等:9課

・「バーチャル瀬戸」の延べ来訪者数

　→アバター（仮想人物）:約7,900人

・「バーチャル瀬戸」の紹介・情報発信

　→新聞・ラジオ報道、国のデジ電事例掲載の

　　 5件、自治体・民間企業の問合せ多数

・Wi-Fi端末の配布数

　→庁内各課:90台、庁外施設:30台

・議会資料閲覧システム導入数

　→理事者（庁内）向け:60ライセンス

・ICT活用知識の情報発信数

　→DX活用ニュース発行:11回（78ノウハウ）

・ハイブリッド会議機器の延べ利用回数

　→保育課、税務課、国保年金課等:11回

　→会議音声からのテキスト化の試行:7回

・テレワーク端末の延べ予約時間数

　→32,590時間/20台

 （1日24時間×365日ベースで占有率は約19%）

・ファイリングシステムによる従来文書の削減数

　（情報政策課の例）

　→チューブファイル:208冊 -> 67冊

　→フラットファイル: 271冊 -> 72冊

9 デジタルデバイド対策

・情報政策課

・デジタルパークリサーチセンター

6 情報発信アプリの利用促進
・情報政策課

・発信情報を提供する原課

4 行政サービスのキャッシュレス決済拡大
・キャッシュレスを運用する原課

・情報政策課
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1 マイナンバーカード普及促進・利活用
・対象業務を担う原課

・情報政策課

3 各種証明書のコンビニエンスストア交付拡充
・市民課

・情報政策課

5 AIチャットボットによる総合案内サービス運用
・CBの回答登録を行う原課

・情報政策課

7 オープンデータの提供と利用促進
・情報政策課

・オープンデータ提供をする原課

2 あいち電子申請・届出システム利用促進
・対象業務を担う原課

・情報政策課

8 ICT支援施設（DRPC）利用促進

・まちづくり協働課

・デジタルパークリサーチセンター

・協力団体

・情報政策課

10 メタバース「バーチャル瀬戸」を活用した地域振興
・情報政策課

・バーチャル瀬戸を活用する原
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11 Wi-Fi環境整備

・Wi-Fiを利用する原課

・情報政策課

12 Web会議環境整備
・オンライン会議を行う原課

・情報政策課

13 テレワーク環境整備 ・テレワーク端末を利用する原課

・情報政策課

・人事課

14 文書管理システム（電子決裁）展開
・行政課

・全課

17 システムの標準化・共通化
・システムを利用する原課

・情報政策課

15 行政実務へのRPA適用
・対象業務に適用する原課

・情報政策課

16 AI-OCR適用
・対象業務に適用する原課

・情報政策課
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税務課・市民課・ノベルティ・こども創造館のキャッシュレス決済システムの運用フォロー

情報収集・ベンダーヒアリング

推進体制構築

住民基本台帳システム等のフィット&ギャップ調査・移行作業洗い出し

チャットボットの回答データのメンテナンス・拡充と運用改善

端末配布（庁内）

マイナポイント窓口運用

テレワーク端末運用/活用検証

システムの利用（申請・届出事案の登録）を希望する原課の支援

DRPC地域ICTサポーター育成（公民館ズマホ講座）

次世代デジタルクリエーター育成（Seto CG Kid's Program・CG Kid's Advance開催）

ファイリングシステム移行（全庁）

国の標準データセット書式への移行

証明書コンビニ交付運用

原課による業務適用

新基盤への移行調査・検討

市の新HPへの移行

手続きオンライン化構築

次世代デジタルクリエーター育成

高齢者デジタルデバイド対策推進（協力団体と連携/令和5年度瀬戸まちの課題解決応援補助金による）

教職員向けプログラミング講座

新基盤（LINE+カナメト）への移行・運用設計

「バーチャル瀬戸」開発 バーチャル瀬戸の運営（CG Kid's連携等）・デジタル田園都市交付金の対応

庁外施設Wi-Fi敷設

会議音声からテキスト起こしするシステムの導入・運用

7市町オープンデータ連携会議 〃 〃

DRPC地域ICTサポーター育成（公民館スマホ講座）

教職員向けプログラミング研修

国のデジタル活用支援推進事業の利用（協力団体と連携）

ハイブリッド会議機器導入・運用

マイナポータルぴったりサービスの対象手続きの運用

市民向けマイナポイント申請支援窓口の運用

庁内関係課横断のプロジェクトチームによるマイナンバーカード利活用施策の企画自治体マイナP調査

マルチコピー機本庁内運用（上記と同機能）

ノベルティ・こども創造館導入準備

他の原課・公所への展開対応（適宜）

施設予約システム適用検討（県）

事務効率化に資するWi-Fi端末のさらなる活用

Webinar導入ニーズ確認

マニュアル整備・原課による構築支援（ノウハウ展開）

施設予約システムCL適用検討会議（県） 〃 〃 〃

公開イベント開催

デジタル田園都市交付金対応

デジタル活用支援推進事業利用

高齢者デジタルデバイド対策

回答データのメンテナンス・拡充

原課他からの要請による情報発信（せとまちナビ）

新基盤への切替・新アプリ稼働

原課からの要請による情報発信（現アプリ「せとまちナビ」による）
新アプリ（LINE）での情報発信

切替え

Webinar（Zoom多人数配信オプション）の導入

専用スキャナ・システム導入

業務への適用支援（外部リソース・スキルの活用含む）とモデルケース等の展開

テレワーク端末・システムの運用及び在宅勤務以外の活用方法に関する情報収集と周知

ファイリングシステム運用

7市町オープンデータ連携会議

文字同定作業（文字コード・変換定義の作成）

国の推奨データセット書式への移行検討

議会資料システム展開・運用

DXに資する活用知識の発信（JNNニュース発行）

議会資料閲覧システムの運営

共同運用スキームの企画（構成員の一般募集）

庁内ニーズ等確認
(DX推進員座談会）

DX推進員座談会 DX推進員座談会

庁内ニーズ等確認
(DX推進員座談会）

DXに資する活用知識の発信（JNNニュース発行）

業務への適用支援（外部リソース・スキルの活用含む）とモデルケース等の展開

ハイブリッドオンライン会議機器運用

ひとり親家庭向けエクセル講座

証明書コンビニ交付運用

マルチコピー機運用（コンビニ交付と同機能）

端末配布（庁外施設）

動向と対応方針の庁内共有

整備運営

文書管理システム展開（リーディング課）
文書管理システム全庁展開・運用

マニュアル提供・ユーザー登録

試行

市HPくらしの便利地図連携の構築

公開イベント開催

公開イベント・公告の一般募集

公開イベント開催

操作研修

少年院向けプログラミング実習

操作研修
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